
恵庭市人材確保計画 
～“えにわ”でいきいきと働く仲間を増やすまちづくり～ 

【概要版】 

(２０１８年度-２０２０年度) 

現状と課題 
近年の景気動向や様々な雇用創出対策の実施などから雇用状況が回復する 

一方で、生産年齢人口の減少等から企業側の人材不足となってきています。 

特に本市は人材が流出する傾向にあります。一方で若年者、女性、高齢者、 

障がい者、外国人などの就業率は低い傾向にあります。 

計画の位置づけ 



“企業”と“えにわ”
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活力につながる 

人材の確保

恵庭市が展開する事業

１．人材不足 

２.人材流出 

課 題 基本理念

３．就業率 

有効求人倍率は１を

超え、生産年齢人口

は減少しており、市

内企業は人材不足。

市内学卒者の約

95％が市外就職し

ており、市内の人材

は流出している。

売り手市場の中で

も、全国に比べて若

年者・女性・高齢

者・障がい者・外国

人の就業率は低い。

働く意欲のある 

“すべての人”に 

就労機会の提供
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本計画は総合計画（基本計画・前期）に合わせた２０２０年度までとしま

す。なお、社会情勢等の変化に対応するため、必要に応じて計画の見直し 

を行います。

従業員数（民営事業所）の増 

（H26経済センサス-基礎調査 21,530人が2019年の調査時に 

増加すること。） 

※加えて、2020年に企業に対して、アンケート調査等も行い 

事業実施前と実施後の効果を検証することとする。 
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